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第12回常任理事会についての報告
1月27日学生会館分館で第12回常任理事会がF■l

かれた。出席者は次のとおりであつた。

(会長)有 山兼を,(常 任理事)芽 誠司,近藤次

郎,野上茂吉郎,稿 白隆甘,和達清決,渡辺武男,

(幹事)小 川智哉i鈴木昭鷲,(参 与)田 中脩二

郎,(事 務局長)出じ後孝

次の諸訪赳が審議された。

1 会 長報告

“)中 国科学院との連絡

昨年10月24日の中国科学院代表国との恕談会

(会報M24)の 記録をⅢヨ～1学院に送り,さ

らにその内容を検討のうえ,後 日改めて連絡

することを伝えた。その後同代表田からは別

掲のような携拶状が届けられた。

修)中 国付学技術協会国際部目1部長との懇設

昨年12月4日 ,米 日中の中国科学技術協会通

訳二瑞体氏から,1月の同協全国際部副部長叶

正明氏等の来日が予告され,そ の際二氏と有

山会長との問で予脩的打ち合わせが行なわれ

た。それにもとづいて, 1月 16日,ロト国際部

目↓部長の一行と有山会長とは,長 時間にわた

って今後の交流の諸岡却こついて懇談した(別

項参照)。

(3)そ の他

的 別府大学アジア歴史文化研究者の訪中

(会報No 24)の報告書が協会に届けられた。

(b)中 ・日 英 対照科学技術用語辞典 碗

の編纂 (会報駈跡)に ついては,そ の後いく

つかの技術的な問題が出て,その結果方針が

修正されたが,協会としては,今後何らかの

協力を求められればそれに応じて対ヽするこ

とになった。

2 議 事

木協会のあり方について

(1)今 後の協会のあり方について,前 回PHJi会

での決定にもとづいて (会報N124),日 中人

文社会科学交流協会と今後の両協会の合併の

可能性について話しあったが,結 論は否定的

なものであったことが報告された。

(2)公 益法人化を行 う場合,中 間との科学技術

交流を推進するという立場から考えて,協会

のどのような体制が理ましいかについて議論

された。

(釣 公 益法人化に対して,現 在の社会経済状勢

は必ずしも好もしいものではないことを配慮

し,ま た,経 済界の中には日中関係FII団体が

なるべ く一体化の方向をとることへの要望の

あることをも合みとして,結局次の方針が決

定された。

それは ,適 当な既存の日中関係の公益法人

と充分話し合つて,本 協会がその組織と合体

協力し,本 協会としてはその運営面の自主性

を実質的に保ち,現在の財政基盤を維持 して

いく可柱性を探すということである。

会長を中心として,こ の方針にそつて積極的

な検討を開始することが申し合わされた。
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中国科 学 院訪 日代 表 団か らの挨 拶状

有 山 兼 孝 先 生

初秋の頃,日 本学二院の御厚情あふれるおま

ねきにより,私 ども―
行 9名 は,中 国科学者の

日本人民に対する友情を抱き,喜 び勇んで貴国

を訪日致しました。

賞国訪FH5期間中は,白 本学生院の諸先生の心

のこもった日程の御手配と賞方の熱情あふれる

おもてなしのもとに,資 国学術界の有名な学者

と話 ウあう機会を得て,中 日両国の科学者はさ

らに―層友情と学術思想の交流を深めることが

できました。このたびの訪日は,時 出こそ短い

ものでありましたが,私 どもは多くの収穫をあ

げ友情を課あました。謹しんで貨方に心からお

礼を中し上げます。

中日両国が子々孫々にわたり友F的 でありま

すよう,■ 日両国の科学交流か,新 しい友人と

古い友人が力をあわせて努力する|と により,

必ず日ましに盛になりますようお祈り申t■ tま坑

再会をたのしみにしてお ります。

賞方と資方の御家族 !そ して日木の皆様にいか

ら御挨拶申し上げます。

中国子1学院代表団

1 9 8 1 年1 1 月1 8 日

中国科 学 技術協 会 国際部 叶 副部 長 との懇談

日 時  昭 和7年 1月 16日働  1000～ 1600

場 所  日 中科学技術炎VFtlr」B合

出席者 中 国側 i叶工明中国科学技術協会ヨ際

部冨U部長 ,金 若宣同アシア州処長 )

奏経建同幹部 )侃信果,張 宇傑Ⅲ国

大使館 印 学技術担当)習 記官

協会側 i有山兼差会長)胆 後考事務局

長

■協会活動並びに運営に関する基本問題

総会報告の昭和56年度事業計画を中心に,協 会

がその基本的使命並びに自然科学の専門家頭脳集

団としての幅広い世話役的ブ,モ ーター機能を生

かすように通営に努めていることを説明した。と

くに協会が民間の公益団体 として,柔 軟に臨力的

な態度で交流事業を行うために,協 会のあ り方及

び法人化FD5題等をも真剣に取 り上げている事情は

大よそ理解を得たものと認められる。しかも,こ

れらの問題は,両 国間の科学技術協力協定に基ぢ

く政府間協力のあり方とか,中 国における経済調

整の影響 ,ま たこれに伴 う中国科学技術協会活動

の停滞,さ らには,中 国科学院の改革などが交流

苺米にどのような変化を断すのか,そ してⅢ国側

諸組織の中国内での役留」の変化について,先 の兄

適しがつかめないことが関連して,協 会が一日悩

んで来た事15も理解されたものと考える。

2中 国科学技術協会の国内任務の概要

ll)中国か,技協と学会との関係

al同協会は,自 然科学の四大分野 く理 。工 ・農

・医)に おける97の全国内学会,団 体を総合する

民間団体である。各省,市 ,県 に大 地々域科学技

術協会を姿下に有している。査回及び地方の利技

協は全国又は各地域の学会等の校の連絡をはる組

織である。

lb)学会は,当 該専門の教育者,研 究者,岐 術者

の学PP5上の経験交流を行 うための組織として毎年

会議を開く。全国的な学会は,地 方 (省・市 ・や

の科技協から全目的な科な協に上げられてきた間

題及び事項に関して,Ⅲ 国科技協の委託に応じ,

その専門事項について語間に答える役害」を果たす

ことになっている。

の中目科技協の主要任務

G)学会との関係……科技協は各学会の横の活動
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を組織し,そ の連絡を図るため,学 術交流の機会

(シンポジウム,座 談会など)を 設ける。

(ゆ科学普及活動……の国民の科学世術知識のレ

ベルアップとその普及のため,T4学 技術の教育及

び指導に関することを組織する。lFl将来の人材育

成のために力を入れているのは,少 年少女に対す

る課外活動としての対学技術普及活動を××クラ

ブ,× Xキ ャンプ等として行うことである。とく

に夏 '冬 の体眼の季節に集中的な生物キャンプサ

校外キャンプ等を組IIRし 又 は援助する。い一般

国民に対する4種 の科学技術活動を組織し援助す

る。

0技 術ヨンサルタフト… tれ は最近発足させ

たものであるが“)大型技術に閃するヨンサルタン

ト業務であり,項 目によつては省に対する計画的

な技術評llFの仕事も行う。l・産業に関して,工場,

農場等に対する技術ヨンサルタント業務も行う。

|),1技協と中国科学院との関係 (当方質開に答え

て)

科学院は所属の 110余の研究機関 (主としてFl

学系で少数の工学系のものがある)に おいてテー

マに応した研究を行っているが,そ の研究者は学

会に所属する形で科技協とのつながりをもつ。し

かし,学 会は科学院以外の大学及び研究機関研究

者も入っており,学 術交流 ,学 会管理専は科技協

の関係の仕事といえる。

(41国際交流の仕事の運用而 (当方質岡に答えて)

例えば,昆 虫学者の訪中の場合に,日 中科学技

術交流協会から派遣される学者の交流の相手方が,

Ⅲ国キ,学院の所鳳研究機関のみで済む場合とか,

科学院以外の研究者との接触があまり必要でない

場合,つ まう科学院関係の専門交ll Lが過半を占め

る時は,中 国科学院に全日程の世話を頼むことに

して欲しい。そあ場合,科 学院は協会及び学会と

の連絡をと,つ つ目的達成に努めるよう,中 国内

部の了解はとられている。逆の場合,つ まり,科

学院関係のウエイトがほいときは,中 国科技協の

国際部がな口となって,学 会及び科学院を含めて

俵額に答えられるようにする。

3中 国科技協と当会との今後の関係

両者は,学 会及び研究者との関係では,交 流の

強化発展のために双方ともに多くの共通点がある

ことを認識した。従って毎年の交流を計画的に行

うためにも,随 時緊密な連絡をとると末に,振 低

年 1回は連絡打合せの場をもつことにしたいとの

申し出があり7承 した。また双方は,お 互いに良

いと考えることは 直 ちに実行できないことであ

っても可能な条件などを連絡し合って,お 互いに

検討し合い,意 見変換をして行 くように努力する

ことを了承した。

4交 流計画の諸案件について

0)破久交流

の協会はかねて的日本鋭灸師会,tL全 国鯛久学

会と協議中であった中級以上の強炎専門家訪中団

q反称)の 計画について中国側の協力を願いたい

事項を訴え,帰 国後なるべく早く具体化に必要な

口答を打せることとなった。

(b)叶i同側から,中 国の餓灸専Pl家を訪日させ,

日本で中国al久の実務 (初級及び中級)を 学びた

いとする人々の要望に応える,1意がある。このた

め,当 協会が中心 となって,そ の研修会を組織す

ることを具ll・的に研究して欲 しいとの申し出があ

った。この件については(a)の訪中国の後援団体と

も協議のうえ,回 答するこ|を 約した。

(c)先に提案があった初級研修は,個 々に申出が

あればその都度実施したい。

C)56年 度会員アンケートの回容者の要望事項

中国側で検討を求める交流課題についてアンケ

ートロ答の趣青と内容を紹介した。これに対して

中国側は関係学会等と協議の上,受 入条件,実 施

希望又は再照会事項,あ るいは受入できない理由

等を回答することを約束し■。

|)将来の交流協力について検討すべき事項

の中日における中級 ・上級指導者育成のための

専門家派遣 (滞在費Ⅲ国側負担)に ついて,当 面

の計画として,

lr短期 (滞在2～ 3週 間のうちに若子の観光等

を含む)大 学 ・研究機関の定年退職後の専門家で,
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中国側の希望するテーマにつき,中国主要地 3カ所

程度で,豊富な経験に基づく講演筆をお願いする。

0中 期 (1～ 3カ 月滞在)定 年退職後あまり期

間を経過していない元気な方 (85才までを考慮し

ている由)に 集中的な指導をお願いしたい。

この申し出は,協 会が専門家の頭脳集団として,

その世話役的機能を果せる最も適 した性質のもの

と考えるので,指 導希望の専門事項及び希望等を

具体的に示 して連絡があれば,協 会として,先生

方の協力を得て,適 任者派遣に努力することを約

束した。

(ゆ青少年科学知識普及等について

の市少年教育の理F4教材の展示会… 先 に中国

科技協から申出があったが ,こ のような企画は,

その費用等に負担がかからない適当な規模にでき

るものならば,中 国の青少年の挫科教育の参考と

して適当で,北 京以外の地にも展示しうるような

構想として実現することが望ましいのではないお、

簡単には実現できまいが,場 合によつては,協定

ペースにのせて,中 国青少年の理科知識の普及向

上の為政府が補助金等を支出し協力するならば,

新しい展望が開けるのではないか。そぅした取 り

組みには企画を固めるまでに相当の時間を要する

であろうが,検 討課題とすることは考えられよう

として先方も検討の上道絡することとなった。

lP)日本の優れた科学映画について,中 国で利用

可能な道がPTTかれるならlI)l rlに準 じて,中 国側

でも研究するので,今後の相互離 まつこととする。

|)その他ぅ中国側で気がついたことは連絡 ・照

会するので,可 能 不 可能のTrtな どについて検

討を依頼された。また日本nlでも担当と思われる

ものがあ洵ま)随時連絡されたいとの要望があっ馬

0毎 年定期的に双方が打ち合わせの機会をもつ

以JIの経lElに照らし,中 小1技協の国内任務に役

立つと思われる交流事項にlAlして,双 方が137カす

べき諸問題の発加と検討について,今 後相互に忌

悼のない意見交換及び連絡を行 うように坊めるこ

とを約した。

別府 大 学訪 中団 か らの報 告
別府大学アジア歴史文化研究所  二  官  淳 一

郎

私たらは,協 会の組織する科学技術専門家訪中   1 筋 Ⅲ決定までの経緯

(自費)の 第一
昨として, 1981年 11月19日から   協 会から 「科学技術専門家の自費訪中希望調査

12月3日 にかけて訪中させていただいた。このこ  の 要請を受け,す ぐにこれに応 じたのが 9月上旬

とはすでに会報No 24に報 じられている。協会から  で あった。

のつよい御推捕のおかげで,訪 中希望の申出から   実 は,別 府大学では 1980年 7月 第 1次学術訪

果lllともいえる短期間のうちに中国科学院から正  中 団8名 を中国に送 り,そ の結果を受けてアジア

式の指聘が層いたばかりか)中 国内でも在 鳩々別  歴 史文化研究所を設置した。 1961年 度は,こ の

な取扱いを受けることができ,私 たちなりに大き  研 究所の事業として古人類 ・古文化を中心とした

古 人 類 と古 文 化 を テ ー マ と した

な成果をあげえたと考えている。 訪中国を再度送 りたいとい うことで,か ねてから

この点ます会長,事 務局長はじめ協会の皆さん, 交 流のあった lVPPの 呉汝康教授と者干の折衝

中国申学院外事局獲泰山目J局長 ,同 古育社動物吉  を はじめていたところであった。協会はT4たちの

人類研究所 (IVPP)呉 汝康副所長はじめ多くの  申 出を検討され )計 画が具体的で実現の可能性も

関係者に心からお礼を申し上げねばならない。   高 いと評価して, 9月 9日 中国科学院に訪中承認

以下,経 過や内容をあらまし報告して,今 後の  方 を要請してくれた。ところが,呉 汝康教授から

9月 18日付で,訪 中歓迎の旨と前記15日間の行動

日程案が属きぅ道いかけて10月5日付中国科学院

交流活動の参考に供 したい。
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から私たちの訪中承認の連絡が協会長宛に属いた

のである。

これまでのlt過は,お そらく,協 会―科学院―

IVPP― 科学院一協会と通 じたのであろうが,こ

の手続きの往復は関係者を驚かすほどの連さであ

った。 IVPP か らの日程案は,考 子の問題点を

残 しながらも,私 たちの希望をよくくんでくれた

ものであったし,出発予定日も差 し道っていたの

で,原 発どおり諒Xす ることにし,あ らためて脇

会を通じて正式の要請を打学院に出していただい

たのである。その結果 ,10月22日付で正式の招聘

状が届き,私 たちの訪Ⅲが決定 した。

2 訪 中 15日 間の経過

私たち訪Ⅲ回の構成は,前 記研究所長二宮淳一

郎 (人類史))同 研究員賀川光夫 (考古学),坂

FJチL洋 く人類学),狭 情j久 (圧Fl・学)の 4名。11

月19日北京より入国,12月 3日上海からは同。北

京 5油 ,四 安 3泊 ,ru明 4‖ヨ,■海 2泊 で,遺 跡

7,研 究所や大学 8,け 物rlなど7を訪WJ・九学

したいという少え欲ばった計画であった。中でも

北京ではじっくりと"ズをすえて化石や石器を仙察

したかったし,家 “省見明では近却の根世や元謀

の道Plrをたすねて,数 百万年前の古猿や原人の生

活環境を碓かめたいなどと考えた。」キにlal堂では

IVPP の 研究者たちがちようど発掘作業中とい

うことで,T4た ちはまたとない機会を高んでいた

のであつた。

1 北  京

11月19日成田から北京についたのは22:05。 県

教授が出迎えてくれていたのには,標 しくまた忍

縮もしたが,そ れだけではなく後で最聖の発掘現

場で研究所員に開いたところでは す でに発掘を

指辞されていた教授が私たちを出迎えるためにわ

ざわざ北京に帰られたという。これにはまったく

頭の下がる思いがした。ともかく前年 7月 以来の

再会を草び合いながら税関も特別通過,キ いにも

予想したほど寒 くない首都飛行場路を研究所のマ

イク,パ スで,ひ とます宿合の北京友誼賓館へと

1旬った。

里朝早々,呉 教授が通訳の朱淑蓮さんとともに

宿合に来られる。朱さんは IVPP の 岩い研究員

李有恒さんの奥さんで,国 家地震局地質研究所の

研究員,日 木語歴 2年 とか。

ここで私たちの行動 日程が最終的にht認された

が,残 念ながら西安での熊回広人追跡と南京から

遠くないオR県原人遠跡はやは '児学不可能。まっ

たく予期しなかったのが 昆 明滞在を2泊 に短flH

しなければならないということだつた。昆Hll 上

海間の飛行便が週 2厚 しかないためということな

のだが,私 たちはll‐述のように見明周辺を1つ の

重点にしていたのでぅなんとかやりくりをと考え

ないでもなかったが,中 国側の送惑を思って無lr

強いをしなかった。毘明では禄峻通跡疹欄だけ―

それは充分に有益ではあったが一とい ,こ とにな

った。

15日旬の日程を確認して,北 京 5日 FHDの行動か

ら早速開始された。以下その概l lrを報告したい。

(記述の順序は必すしもnttHJ的経 LlをlLわないp

O 研  究  所

IVPP は 友nttllhから述くない西正Pレト大打

に前 し,束 に北京天文n4,斜 め句いに柾〔lT,F究所

や北京助物田がある。,1究所には下等待‖LJrJ物,

高等宥lL動物,古 人類の3部 円がありぅ全D偵 240

余名,そ のIIレ|が 研究貝,季 刊の研究話 「古脊

性動物与古人額Jは いま20巻を教えるが,近 く市[

部門を分け本年 7月 から
・
人類学部

"が
季子」話と

して創刊されるという。

私たちは呉教授研究=で 候拶もそこそこに早遠

化石をみせてもらった。ますラマピテクスの頭■,

一昨年12月雲南省禄島で発児された世界最初の頭

骨である。手のひらにのるほどに小さいが,ほ ば

完全なもの。手にとつて上から下から詳しく観察

したが,い くつもの点で明らかにと卜の形質をヽ

っている。これまで頭骨 4,上  下 壊骨30以上,

歯 400本が発見されているが,い ま発掘中の行豊

ではまたいくつかの新しい発見もあるとい、,ヽ現

場の見学がいよいよ楽しみになった。

呉研究室の向いの部屋で,研究員の具新智さん,
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呉茂採さん,萱興仁さんらが,そ れぞれ担当の化

石をつぎつぎにもってきて見せてくれた。E猿

藍田原人,Jヒ京原人,和 県床人,大 務人,馬 埼人,

研究所図書室では前所長楊鐘償先生の遺蔵書

7000冊 の一部をみせてもらった。いま拾力的に

整理がすすめられており,中 に廊間時夫さんの諭

文集など日本のものも多く見受けられた。

北京では こ の他社会科学院考古研究所を見学

した。目‖所長二廷芳さんは,郭 沫若先生の話い除

蕉式のため,J府に来られ旧知であり,安 志依さん

は日本語の上手な方で,研究所の概要をさいた後

1原列喜,年 代測定=な ど見学させてもらった。

また千,学院動物研究所を具教授に案内していた

だいた。ここの1束世駿所長の書かれた進化論につ

いての諭文をいくつかかつて翻訳して紹介したこ

とがあり,tjひ表敬したいと思っていた。先生は

喜寿を迎えられてますますお元気で,進 化論の最

近のIl向や,教 育の現状などについての意見もFpl

えた。今年はダーウィン没後 100年に当るが,中

国でも記念の催 しか企画されているという。

O 遺  跡

今度参観した遭跡は,い ろいろな事付ヤで北京向

口店 ,侠西大物,雲 南供出の3ケ所だけになった

が,い ずれも☆となものばかりで収穫は大きかっ

た。後の 2ケ lFrについては後述する。

途中,霧 が深 く道を開違えたりして用日店まで

3時間を4Fした。ぶつ うなら1時間でつく。案内

の呉新智さんが,私 の持っていた磁針を原 りに方

向を定めながらぅこの道は最初に北京原人の頭骨

を発見した装文中先生が,毛感 (小さなPパ )に

乗 って周日店に通ったのだなどというものだから

道を「Hl連えたのもまた貴重な経験ということにな

った。呉さんの案内でこの遺跡竜■山の狭人洞か

ら山頂洞へとくまなく見学した。歴史的にいたっ

て貴重な追跡であると同時に,い まヽまだ発掘中

で
Ⅲ
生きた追跡

'と
いう実感を私たちはもたされ

,こ。

○ 情 物 鏡

周口店に設けられた 「北京猿人展覧館Jは ,一

つの立派な人類史世物衛といっていい。引ヒ京 ・西

安 杭 ナH 上 海でそれぞれすぐれた博物館を多く

参観したが,周 口店のこの展覧偏の充実どりには

IVPPに て  ラ マビテクスの明付を

みる呉滋lf A先生と坐著

柳江人,山 頂洞人。巨llの下明↑の他はいすれも

立派な頭↑で,一 昨年見せてもらつた資陽人を加

えるとまさに独人から原人,そ して 日人から新人

まで,人 類の起源から現代人までのすべての段lat

の化石がいま眼の前にあることになる。研究所は

私たちに,引ヒ京原人第 V頭 付の模型を贈ってくれ

た。すばらしく貴重な記念品で,私 はその後の全

行程をしっかりと抱いて歩いた。

日石器専門のコS中FFさんは北京原人の石器や焼

けた石をみせてくれた。原人たちのすぐれた生活

をしのんで奈 りある。石器はあらためて北京北の

郊外の IVPP Ff捌 所に出向いて,い るいろと見

せてもらったが, 17o万年'1の元謀原人の石禄3

個もその中にあつた。またこの陳列所の機内には,

レブリカ製作の工作室があり,私 たちは特に希望

してここも参観することができた。
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眼をみはらされた。】ヒ京原人や山頂洞人を中心に

人類史が紹介されていることはいうまでもないが,

題材はさらに広 く人類の起源と発展の問題を総合

的に理解させようと々めていることがょくわかる。

この点,そ れぞれの力点のおき方はちがいながら

も!北 京自然博物館でも上海自然や物館でも同様

に感 じたことであった。中国での世物館活llJの美

事さには,Flたちも多 く学ばねばならないことを

病感した。

北京到着以来 6日向というゎすかな滞在であっ

たが,ほ んとに意義深いものであった。やや大げ

さにいえば,中 国古人類学の全貌を概働すること

ができたとさえいえよう。この出 IVPP の 皆さ

んはじめ,々 くの方々が実によく私たちをサポー

トしてくれたことを心から感謝 しなけllばならな

い。私たち″均七水にないた翌日の夕亥J 呉汝Frt払

授らは私たちを民族飯,占にM待 してくれたが)呉

大あ人遣跡見学ということで 打 ち合せも早六に

切りあげる。

① 大 務人遺跡

11月25日,tH8早くから東北 130る■の道をジー

プ2台 で走る。昼前大蕩県成で同県文化局目J局長

と木生さん,文 物管理処の張青 町さんを表せたサ

ープ1台がlJRわり,さ らに25 Kmほ ど荒りょうと

した☆土地常をたりつづける。ようや く小さな部

落があり,そ こを抜け切った台地の上でジープを

すてる。ここは依北高原の高端,眼 下に洛河が流

れ,そ のとちにヽ小さな部落がある。

台地の端を下 り大きくとに廻ったところが1978

年 3月大訪人の"iが 発兄された場所だ。見Jill

ると30mは たしかにこえるにちがいないま上の地

積の下に灰ね色の碑層が光っている。北京の IV

PPで みた,あ の頭‖がここにはっていたのだ。

いまも良のィし石などがあちこちに理まっている。

教lFのすすめてくれたll

キ肉 (シャブシャブ)の

味と,Pl切銀目↓所長とた

びたび/rわした屹盃の方

台酒の恵 りは終iわ すれ

られないものとなろうし

北京を去る前夜,私 たち

の設けた北京格鴨 (ペキ

ンダック)の 府には科学

院の世先生や考古研究所

の二 ・安両先生も参加さ

れてたいへん賑やかな一

夜を持てたことも長 く心

北京怯鴨にて 前 列左から営本山)=廷 方,周

明銀,呉 滋原の4先 生ほか IVPP考 古研究所

のみなさん。

大あ人は,床 人を現代

人につなぐ環であると娘

近とくに注目さねている。

大力す ぐ西にl」80万年前

のはは原人がすふ)ま た

束の 1西作丁村には10万

年前の J村人がすんでい

た。中問のこの大あ人は

約15～20ガ年,1のもの。

賞色人在の系統がこれで

つながったと呉法康教授

はみるのだ。

20万年の歴史をしのび

に残るものになるであるう。 ながらもうヽ ちど推積 した黄上を上に見あげて,

T4たちはアッと声をあげた。黄上の頂きにぎっし

りと黒い人影が並んでいる。さきほど通 りすぎた

部その人たちが絡出で私たちを見おろしているの

だ。開けば,こ の追跡を訪れた外国人は私たちが

3番 日だ とい う。

大筋県域に帰 ',少 々辛味のきいた土地の料理

を御馳たになって す でに日暮れた西安への道を

瓶ちた りた気持でまた戻っていうた。

H月 24日夕)私たちは呉汝康教授に伴わねて北

京を後にしたが,空港では呉新智さん,茶淑蓮さ

んがいつまでも名残 りを惜しんでくれた。

( い西  安

Jヒ京の出発が 3時間おくれて西安に斉いたのは

20時すざ。科学院西安分院の張小安さん,通 訳の

同分院自然介証法研究室の到信升さんに迎えられ,

乗用草 2台 で信合西安人民大厘へ。翌朝早 くから
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西安第 2日 は,秦 始皇兵馬偏博物健 ,始 皇陵,

半技博物館を見学。いすれも中国の古い歴史を知

るに貴重だが,こ の道を東高に向ければ藍田原人

の追跡があると思うと,見 学できないことがやは

り残念に思われてならない。午後,休 憩の後呉汝

康教授を囲んで勉強会をもった。いろいろな話を

うかがつたが, 1・ 2を紹介してIsこう。ます北

京でみた和県原人について。このたいへん完全な

頭iは , 1980年 11月4日 i安徴省和県竜目洞 ,

高京から西に約50Km,長 江下流の北岸にあるこ

の洞穴で発見された。中国東南部でははじめての

原人化石の発見であり)古 人類の分布を考える上

できわめて貴重だという。この化石についての研

究はほl■目鼻がついたので近く発表されるだろう

とlllいてきたが,私 たちは帰固後,「 科学通報J

1981年第 24期身でその報告をみること力できた。

つぎはラマピテクス。その頭相力`世界ではじめ

て発見された遭跡を私たちはこれから雲高にたず

ねる。すでに 砕1学通報Jや 「人民中国J「 中国

画報」などの報告で,呉 教授らはこれが明らかに

ヒトの系統に属するものと考えていると私たちは

理解してきたのだが,こ こで直接【話を開いて意

外と隈重なのにはむしろ能かされた。私たちも北

京でみることのできた頭骨には,ヒ トの特徴を示

す形質が多く表われている。その限 )では,と ト

のもっともはじめの先祖とみなすこともできなく

ないが,こ のラ‐ビテクスは 1400万年から800

万年前,明 らかに石様をもったアウス トラ'ビ テ

クスらはせいぜい 3～ 400万年前であって,こ の

向はまったく空白。またまた人類の発展過程を明

らかにするには資料が充分でないといわれてみれ

ば,そ の意見にうなすかざるを得なかつたのである。

ラマピテクスについてのさらにつっこんだ議論

や禄豊の話は明日現地についてからということで,

みな自分の部屋V‐引きあげたo

mい 昆    明

11月27日,い よいよ雲南に向う行程。張さん,

劉さんに送られて霧の西安を発ったのが08:05。

途中重慶に寄港し昆明着が11143。三慶は冷たい

雨だったのに,昆 明に近づくにつれてなからさし

こむ日の光が次第に強く眼をいる。山の緑があざ

やかに,IrHの色も紺碧。】ヒの北京や西安ともっと

も大きく違ったのが上の色。焼けつくような強い

レンガ色だ。これこそ800万 年前の人類の祖先を

生みだした色かと思う。

空港には,科 学院昆明分院の戴樽融=事 とIV

PPで 1日知の陸慶五さんが出迎え。毘明賓館で昼

食後 ,科 学院のマイク,パ ネで早速出発。途中こ

の訪Ⅲではじめての
Ⅲ
観光

"を
還池の西岸にそび

える西山へ。頂池を見おろす紅壁の上に立ったの

ち,3時 すぎ,い よいよ禄豊へ出発。成昆鉄道沿

いのユーカリの並木がつづく道をもっばら四へ。

畑の麦の緑が実しくぅ小川には水牛 ,池 にはアヒ

ルがたわむれている。自壁に瓦屋根の出家のつく

り“i日本とそっくウに見える。 103 Km.ち ェうど

2時 間走って禄豊県招待所に着いた。出迎えてく

れた発掘副隊長のrl徳かさん,隊 員の徐慶撃さん,

どちらもいろいろな報告ですでに名前は知つてい

て初対面とも思えない。船さんはlRのやさしい小

柄な女性,徐 さんは眼の光つたエネルギッシェな

好青年。その夜 ,み なさんとともに韓さんから禄

営遺跡についてのレタチャーを受ける。

この遺跡は, 1960年 成見鉄道修築のとき発見。

75年 から現在まで IVPP,省 付物館,県 文化館

の手で発掘がつづけられ,78年 シワビテクスの頭

骨,つ づいて80年よ2月 1日に世界最初のラマピテ

クス頭骨が発見された。いまもまた10月27日から

12月末までの予定で発掘中とのこと。遣跡周辺の

地史や,発掘された動物化石,ラ マビテクスの生

活様式などさまざまな問題についてIRtを 受け,

いよいま翌日の見学を期して部屋に帰った。

11月28日,い よいよ禄豊遣跡へ。宿合から北に

約 9Km,成 昆鉄道の数橋がみえ,そ のうしろの

小高い丘の高斜面が遣跡だというo発 掘隊の宿舎

にあてられた農家の庭や隊員の部屋にひろげられ

た紙づつみや箱入 りのイし石が私たちを迎えてくれ

た。ウマ,ヒ ツジ,サ イなどの言,カ メの甲 ゴ

マ粒ほどの点の歯 ,そ れに新 しく掘 ウ出されたラ
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マビテクスの円歯,日歯。それらの一部を見せて  の なかで生い茂った森林の間にひらけた草原があ

もらって,い よいよ発掘現場へ。 ったと想像される。あの河のぶちには温泉がでて

鉄橋を右手に通 りすぎるともう現場。赤土の斜  い てよく汗を流すのですよという話に,ラマピテ

面, 切`りとられて黒スとした褐炭の層があらわ。   ク スは入ってきませんかと実いあったものである。

IVPP,実 南省憎物館からの隊員32名,近郊の農   今 度くるときは,も っと時間をとれるようにと

民約40名の発掘隊。呉,■,陸,徐のみなさんの  期 待を成しながら呉教授らと草で現地を後にした。

他予,国琴 ,ほ 悦容,陳 万勇,長 紹武,時 福橋,張   そ の夜には昆明に帰 り,翌 朝早 く上海に向わねば

興永 )鄭 良,肖 明準の男性 9,女 性 3の研究者。  な らない。私たちの草を追って手をある徐さんの

農民のなかに

は ,ラ マ ピテ

タスの913■を

世界最初に抑

りあてた周治

明君18イがい

た。彼が掘 り

あてた狩一」rtt

計は,商ヨヒ約

50mの 発胴

断面の左側約

15m,研 皇F「

度 4 5い のと

ころで,「この

「再見Jと い

う大きな身振

りに胸が ぐっ

としめつけら

れだ。わすか

な時間であっ

たが得たもの

は大きくぅ私

たちは油足し

ていた。

帰国後もら

った呉,郎 さ

んからの手紙

には12月中旬

あたりでしたJと 掬さす彼のlRはいかにも油疋そ  発 掘終結,今 回もラマピテクス,シ ワピテクスそ

うだった。今度の発llヽ約20mの いですすめられ  の イu多 くの化石を発見したとあった。詳報をlVl待

ているが,あ ちらでもこちらでもという感じで化  し たい。

石が加 りだされている。その現場をのぞきこみ,  (vl 上 海 続 洲1

くわしく説明をきく私たちの動きを,上 海科学P」L   兵 ,ぃ ぅ陛さんの見送ってくれた私たちのL―

画製作Diのカメラマンが追いかける。 「禄豊古痕  14機 は,な んと3時間遅れて10:23昆明発。途中

遺跡Jを 撮っているのだという。完成のときには  自 陽,長 沙,高 昌と立寄って L海着は18:20。 シ

日本でも見たいものである。私たちも若い農民の  ェ ットでは2時 間40分という。

間に入り小さな木の椅子に腰をおろして,包 Tの    予 定が変って上海 4泊 となったので,1日 杭州

ような刀で石炭屑をしばらく掘りヽ こしてみた。  に でかけ,古 代農来で有名な河姫渡遺跡の出上物

すぐには化石も出てくる様子はなかったが,発 掘  を 収蔵するrT江省付物館を加えて,も つばら博物

に参加したというすかすかなFH9足感にはひたるこ  鮨 見学を主とすることにした。

禄望発掘現場にて ni列左 141H徳芥,後列左 1徐慶■l

後夕|な3嘩慶五,左 5呉滋廠ほか発掘隊のみなさん

○ 博物盤とができた。

私たちは鉄橋の上から付近を展望した。遺跡は   上 海障物館では副館長黄宣価さん,浙 江省博物

晶唇村」1晶盆層暑尿最場岳格ょ彗魯言糧壇客ら
' 醤

程f]骨景盆醤旨B告豊香8言岳七:性禄学せ
所りかつてこの盆地は湖でメ リ 温 暖湿潤な気候  こ では■海自然博物毎についてだけ報告する。処



(10) 日中科学技術 1982蛭 5め年 2月20日

長通治さん,人 類史担当陳翁良さんが応接案内し

てくれたが, 1956年発 足以来,1 標 本の克集

2 科 学の普及 3 科 学の研究 を 柱に運営 ・

活動しているという。昨年度は計71万人,い ま毎

別な成果をあげることができたと思っている。そ

の特徴的な,点をいくつかあげておきたい。

|)今 回の訪中は,15日 間という短期間であっ

たが,訪 間 ・参観した研究所 3,博 物館11,遣 跡

3を 数え,交 流 した研究者等は37名にのだった。

Q)日 程 ,訪 問先等,特 定のものを除いてほと

んど私たちの希望が入れられた。

(31 そのような中で,中 国古人類学の成果をつ

ぷさに視察することができ,人 類の起源と進化に

ついての理解を深めることができた。

化)多 くの研究者と交流 し,ま た資拒,等を交換

することができ,今 後の研究交流の基盤が強めら

れた。

15)専 攻学生や卒業者などの訪中研修について

も,ま た中国古人類学の成果に関する日本での共

同出版についても話し合われ,今 後具体的に検討

することになった。

い)以 上のような諸成果をあげることができた

のは,今 回私たちの訪中のシステム,つ まり日中

科学技術交流協会と中国科学院との間の専門家訪

中についての取 り決めと,そ れを具体的r_支えて

くれた古者推Ilj物古人預研究所の援助の賜以外r_

ない。

今後の日中科学技術交流がいよいよ発展するこ

とを期待して報告を終 りたい。

禄出発姻現場にて ・中央 ,呉汝康先生

日約 2000人 の参視者があるという。 私 たちは特

に人類史展覧の部分を中心に参触したが,人 類進

化の歴史について多くの標本,レ プリカ,図 解,

装置を実にうまく使いこなして分 りやすく展示し

てあるのには感ぷしたo5階 のレブツカエ作室も

見学したが,な んと7名 もの技術者が常動してお

り,あ らゆる模型 標 本を手がけぅここの博物館

だけでなく全国にも製品を提供していると開いて

驚いた。

ここでは季子Uの雑誌 「博物」を編集発行してお

り,ま た 『生物進化論 』『人類的起源 』などの解

説書もたくさん発行している。 「博物J1981年第

3期号には,陸 塵五さんの Ⅲ
掲開人類起源典秘的

新声
'と

いう)人 類の進化におけるラマビテクス

の位置についての解説が載っている。

3 第 二次訪中の戚果

私たちは2年連続して訪中した。それぞれ意義

の多い訪間であつたが,今 回はその前に比べて格

昭和 57年 度会費お払込みのお願 い〃

会員の皆様のご厚情 ・ご支援を深謝いたし

ます。56年度は,事 務の軽量化と運営面充実

の基盤作りに懸命の努力をして参りました。

中国の経済調整も科学技術重視の具体的な

動きが判り始め,協会内外の活動活郭 との機

が熟して参りました。4月からは7年 度を迎

えます。ここに会費の御請求を同封いたしま

す。新年度の当初運営の円滑化のため, 3月

中にもお払込み賜わりたくお願ヽヽ申lurま


